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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
間
に
介
在
す
る
監
査

　

企
業
経
営
の
発
想
や
手
法
を
積
極
的
に
公
共
部
門
に
導
入

し
よ
う
と
す
る
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｎ

Ｐ
Ｍ
）
が
、
我
が
国
自
治
体
の
行
政
経
営
改
革
で
試
行
さ
れ

て
久
し
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｎ
に
関
連
し
て
最
近
、
地
方
自
治
体
関
係

者
の
間
で
頓
に
言
及
さ
れ
る
概
念
が
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
で
あ
る
。
監
査
の
概
念
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
論
理

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在
、
地
方
自
治
法

が
都
道
府
県
等
に
課
し
て
い
る
包
括
外
部
監
査
は
、
監
査
が

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
る
一
例
で
あ
る
。本
稿
は
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
、
地
域
主
権
の

展
開
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
体
の
監
査
制
度
改
革
の
検
討

を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
監
査
の
問
題
は
自
治
体
経
営
（
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
の
在
り
方
と
、
経
営
を
監
視
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

在
り
方
に
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
自

治
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
内
部
統
制
の
整
備
と
運
用
が
不

可
欠
で
あ
り
、
監
査
委
員
や
そ
の
事
務
局
に
よ
る
監
査
は
、

事
実
上
、
内
部
監
査
と
し
て
、
内
部
統
制
の
重
要
な
一
部
を

構
成
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
首
長
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
、
議
会
や
包
括
外
部
監
査
人
に
よ
っ
て
ガ
バ
ナ

ン
ス
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
十
九
次
地
方
制
度
調
査

会
は
、
監
査
委
員
の
専
門
性
と
独
立
性
を
向
上
さ
せ
、
監
査

委
員
監
査
が
実
質
的
な
外
部
監
査
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
な

方
向
で
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
監
査
委

員
監
査
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
監
査

委
員
は
、
執
行
機
関
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
翼
を
担
う

の
か
、
そ
れ
と
も
、
監
視
機
関
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を

担
う
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
昨
年
度
、
都
道
府
県
等
の
会
計
検
査
で
発
覚
し
た

多
額
の
不
適
正
経
理
の
問
題
は
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る
信

頼
を
大
き
く
裏
切
る
結
果
と
な
っ
た
。
法
令
等
遵
守
を
前
提

に
、
強
固
な
財
務
体
質
を
構
築
し
、
地
域
主
権
時
代
に
相
応

し
い
住
民
へ
の
恒
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
そ
の
質

量
の
改
革
改
善
、
す
な
わ
ち
、
Ｖ
Ｆ
Ｍ
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
都
道
府
県
を
始
め
と
す
る
地
方
自
治
体
の
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
と
き
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
監
査
機
能
の
重
要
性
で
あ
る
。

現
行
の
監
査
委
員
監
査
制
度
は
、
例
月
出
納
検
査
、
決
算
審

査
、
財
務
監
査
、
行
政
監
査
等
の
形
態
を
と
り
、
期
待
さ
れ

る
目
的
は
、
正
確
性
（
誤
謬
の
発
見
）、
適
法
性
（
合
規
性
）、

Ｖ
Ｆ
Ｍ
（
経
済
性
、
効
率
性
、
有
効
性
）
な
ど
多
様
で
あ
る
。

ど
の
監
査
形
態
が
、
ど
の
監
査
目
的
を
実
現
す
る
監
査
制
度

で
あ
る
の
か
と
い
う
点
も
不
明
確
で
あ
る
。
実
務
的
に
は
、

監
査
委
員
の
適
格
性
、
報
酬
、
責
任
な
ど
に
つ
い
て
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
小
自
治
体
で
は
、
そ
も
そ
も
監
査

が
実
際
に
機
能
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
さ
え
提
起
さ
れ

て
い
る
。
月
額
報
酬
数
万
円
の
監
査
委
員
と
、
そ
れ
を
支
え

る
わ
ず
か
の
職
員
（
し
か
も
兼
務
）
で
、
制
度
が
期
待
す
る

監
査
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
、
監
査
制
度
を
い
ま
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
抜

本
的
に
見
直
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

自
治
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
内
部
統
制
の
構
築
か
ら

　

監
査
と
内
部
統
制
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
自
治
体
関

係
者
の
間
に
お
い
て
、
内
部
統
制
と
い
う
概
念
は
正
直
、

ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

二
〇
〇
九
年
三
月
に
総
務
省
は
、「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
内
部
統
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
（
主
査
：
碓
井
光

明
明
治
大
学
教
授
）」
か
ら
『
内
部
統
制
に
よ
る
地
方
公
共
団

体
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
〜
信
頼
さ
れ
る
地
方
公
共
団

体
を
目
指
し
て
〜
』
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
内
部

統
制
を
地
方
自
治
体
に
お
け
る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
般
を

意
味
す
る
概
念
と
し
て
定
義
し
、
内
部
統
制
は
業
務
の
有
効

性
及
び
効
率
性
、
財
務
報
告
の
信
頼
性
、
資
産
の
保
全
、
法

令
等
の
遵
守
と
い
う
四
つ
の
項
目
（
目
的
）
に
関
し
て
組
織

が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
構
築
さ
れ
た
手
続
・

規
定
・
ル
ー
ル
等
で
あ
る
と
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

端
的
に
整
理
す
れ
ば
、
内
部
統
制
と
は
、
自
治
体
が
業
務

の
有
効
性
及
び
効
率
性
な
ど
の
四
つ
の
目
的
の
実
現
に
関
し

て
、
そ
れ
が
達
成
で
き
な
い
可
能
性
（
リ
ス
ク
）
を
事
前
に

合
理
的
な
水
準
に
ま
で
統
制
す
る
（
引
き
下
げ
る
）
た
め
に

設
定
さ
れ
た
一
連
の
手
続
等
と
な
る
。
予
算
制
度
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
行
政
評
価
な
ど
、

こ
れ
ま
で
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
き
た
行
政
経
営
の
手
法
は

す
べ
て
、
内
部
統
制
を
構
成
し
て
い
る
と
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
内
部
統
制
の
概
念
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
手
法
そ

の
も
の
を
、
リ
ス
ク
の
予
防
・
発
見
・
修
正
と
い
う
視
点
か

ら
見
直
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
内
部
統
制
を

自
治
体
経
営
と
監
査
制
度
の
抜
本
改
革

関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究
科

教
授　

石
原　
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彦
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特 集 自治体の経営改革

整
備
・
運
用
す
る
責
任
は
、
も
と
よ
り
、
自
治
体
の
首
長
に

あ
る
。自
治
体
経
営
に
内
部
統
制
の
概
念
を
浸
透
す
る
に
は
、

内
部
統
制
の
構
築
責
任
が
首
長
に
あ
る
と
い
う
点
を
、
地
方

自
治
法
に
お
い
て
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
首
長
が
責
任
を

も
っ
て
内
部
統
制
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
治
体
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
Ｖ
Ｆ
Ｍ
（
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
）
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
諸
問
題
は
、
か
な
り
の
程

度
解
決
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
体
に
整
備
さ
れ
て
い
る
内
部
統
制
の
お

か
げ
で
、
監
査
事
務
局
職
員
や
監
査
委
員
は
、
日
常
の
監
査

業
務
に
お
い
て
精
査
（
全
数
検
査
）
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、

試
査
（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
）
に
よ
っ
て
監
査
業
務
を
実
施
し
て

い
る
。
例
月
出
納
検
査
や
財
務
監
査
は
、
一
定
の
内
部
統
制

の
信
頼
性
を
前
提
と
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

監
査
委
員
等
が
全
数
の
検
査
や
監
査
を
行
う
わ
け
で
は
な

い
。
理
論
上
、
内
部
統
制
に
一
定
の
信
頼
性
が
認
め
ら
れ
る

地
方
自
治
体
で
は
、
そ
の
信
頼
性
が
監
査
業
務
に
お
け
る
サ

ン
プ
ル
数
を
減
少
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
現
行
の
監
査

制
度
は
潜
在
的
に
、
こ
う
し
た
内
部
統
制
の
信
頼
性
の
存
在

を
前
提
と
し
て
い
る
（
内
部
統
制
の
信
頼
性
そ
の
も
の
を
監

査
委
員
が
検
証
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
く

と
も
）。
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
信
頼
性
を
具
備
す
る
内
部

統
制
、
す
な
わ
ち
行
政
経
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
監
査
制
度
を
設
計
す

る
際
の
大
前
提
と
な
る
。
内
部
統
制
の
構
築
の
責
任
者
で
あ

る
首
長
が
良
好
な
内
部
統
制
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
自
治
体
か
ら
独
立
し
た
監
査
人
が
内
部
統

制
の
信
頼
性
を
前
提
に
外
部
監
査
と
い
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
行
為

を
行
う
こ
と
で
、
業
務
や
会
計
に
関
す
る
自
治
体
の
行
為
の

正
当
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

と
き
に
流
用
や
預
け
な
ど
の
不
適
正
経
理
に
つ
い
て
、
自

治
体
の
側
か
ら
国
の
補
助
金
制
度
の
在
り
方
に
問
題
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
予
算
制
度
や
補
助
金
の
シ
ス

テ
ム
も
ま
た
重
要
な
内
部
統
制
で
あ
り
、
制
度
や
シ
ス
テ
ム

の
整
備
状
況
に
実
質
的
な
瑕
疵
が
あ
る
と
き
に
、
運
用
面
で

の
弾
力
的
な
解
釈
や
行
為
が
不
適
正
経
理
と
も
し
判
断
さ
れ

る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不

幸
が
存
在
す
る
。
ル
ー
ル
の
整
備
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
斟
酌
し
、
よ
り
良
い
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
る
よ
う
に
、
関
係
各
位
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

内
部
監
査
は
内
部
統
制
の
重
要
な
構
成
要
素

　

内
部
監
査
が
、
内
部
統
制
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
実
は
相
当
多
く
の
自
治
体
関
係
者
が
認

知
で
き
な
い
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
企
業
監
査
で
内
部
統
制

の
概
念
が
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
一
九
四
〇
年
代
、
内

部
統
制
は
当
初
、
内
部
け
ん
制
（internal check

）
と
内
部

監
査
（internal audit

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
定
義
さ
れ
て

い
た
。
先
ほ
ど
の
総
務
省
内
部
統
制
研
究
会
報
告
書
で
も
、

内
部
監
査
は
内
部
統
制
の
六
つ
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
一
種
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。つ
ま
り
、

内
部
監
査
機
能
の
具
備
さ
れ
て
い
な
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ

ス
テ
ム
は
、
内
部
統
制
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
首
長
に

は
も
と
よ
り
内
部
統
制
の
構
築
責
任
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ

と
同
時
に
首
長
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
内
部
監
査
組
織
を
整

備
す
る
責
務
が
あ
る
。

　

多
く
の
自
治
体
で
は
、
監
査
事
務
局
の
監
査
を
内
部
監
査

と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
地
方
自
治
法

二
〇
〇
条
七
項
で
は
、
監
査
事
務
局
職
員
は
、「
監
査
委
員

に
関
す
る
事
務
に
従
事
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

監
査
事
務
局
職
員
と
監
査
委
員
は
一
心
同
体
の
関
係
に
あ

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
第
二
十
九
次
地
方
制
度
調
査
会
で

は
、
監
査
委
員
を
よ
り
独
立
性
と
専
門
性
の
高
い
も
の
へ
と

変
身
さ
せ
る
よ
う
に
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
地
方
制
度
調
査

会
の
議
論
は
、
監
査
委
員
を
外
部
監
査
と
し
て
機
能
強
化
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
監
査
事
務
局
職
員
の

監
査
も
ま
た
、
自
治
法
上
は
、
外
部
監
査
と
位
置
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
監
査
事
務
局
職
員
の
監
査
を
外

部
監
査
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
、
納
得
す
る
自
治
体
の
監
査

関
係
者
は
、
お
そ
ら
く
一
人
も
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
監
査

事
務
局
の
監
査
は
、
紛
れ
も
な
く
内
部
監
査
と
い
う
の
が
、

大
多
数
の
自
治
体
関
係
者
の
認
識
で
あ
る
。

監
査
委
員
監
査
は
外
部
監
査
か
内
部
監
査
か

　

第
二
十
九
次
地
方
制
度
調
査
会
が
示
し
た
監
査
委
員
監
査

の
外
部
監
査
化
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
に
関
し
て
は
、
幾
つ
か
の

論
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
行
政
Ｏ
Ｂ
の
監
査
委
員
の
場
合
、

議
会
の
同
意
を
得
て
首
長
が
選
任
す
る
と
い
う
地
方
自
治
法

百
九
十
六
条
一
項
の
規
定
は
、
監
査
委
員
の
首
長
に
対
す
る

外
見
的
（
経
済
的
）
独
立
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

地
方
自
治
体
の
財
務
や
行
政
に
対
す
る
外
部
監
査
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
ベ
ク
ト
ル
に
異
論
を
挟
む
余
地
は
な
く
と
も
、

外
部
監
査
を
現
行
の
監
査
委
員
が
担
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
に

は
、
法
的
な
問
題
点
が
あ
る
。

　

一
般
的
な
監
査
の
理
論
で
は
、
監
査
人
は
被
監
査
対
象
に

対
し
て
独
立
性
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
整
理
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
お
け
る
独
立
性
と
は
、
実
質
的
（
精
神
的
）
な

独
立
性
だ
け
で
は
な
く
、
外
見
的
（
経
済
的
）
な
独
立
性
を

伴
う
も
の
で
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
監
査
人
の

独
立
性
に
は
、
実
質
的
独
立
性
と
外
見
的
独
立
性
の
二
つ
の

側
面
が
あ
る
。
自
治
体
の
外
部
監
査
の
よ
う
に
監
査
が
社
会

制
度
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
場
合
、
制
度

が
成
立
す
る
前
提
と
し
て
、
外
見
的
独
立
性
の
重
要
性
を
看

過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
定
年
を
迎
え
た
県
庁
の
幹
部
職
員
が
監
査
委
員

に
選
出
さ
れ
た
場
合
、
監
査
委
員
の
生
計
は
、
県
庁
か
ら
の

監
査
委
員
報
酬
で
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
監
査

委
員
は
当
該
報
酬
が
な
け
れ
ば
生
活
に
窮
す
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
選
出
し
た
首
長
に
対
し
て
遠
慮
の
気
持

ち
（
選
出
さ
れ
た
恩
義
の
気
持
ち
）
が
強
く
な
っ
て
、
適
正
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な
監
査
を
執
行
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
思
考

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
外
部
監
査
人
に
は
、
実
質
的
に

独
立
し
た
立
場
で
監
査
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
外
見
的
に

独
立
性
が
な
け
れ
ば
、
社
会
制
度
と
し
て
の
監
査
へ
の
信
頼

性
は
担
保
で
き
な
い
。
社
会
的
に
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
監
査

制
度
は
、
外
部
監
査
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

監
査
の
理
論
的
考
察
か
ら
は
、
地
方
自
治
法
百
九
十
六
条
一

項
の
規
定
ゆ
え
に
、
監
査
委
員
の
監
査
を
外
部
監
査
と
し
て

制
度
整
備
し
よ
う
と
す
る
発
想
に
は
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
見
で
は
あ
る
が
、
監
査
委
員
を
外
部
監
査
と
し
て
外
見

的
に
も
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
監
査
委
員
の
選
任
は
議
会

が
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
に
よ
っ
て
監
査
委
員
が

選
任
さ
れ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
い
う
概
念
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
議
会
が
そ
の
構

成
員
で
あ
る
議
員
を
監
査
委
員
と
し
て
選
出
す
る
こ
と
は
、

監
査
委
員
の
外
見
的
独
立
性
を
大
き
く
損
な
う
可
能
性
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

英
国
に
お
け
る
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
の
設
置

　

実
務
的
な
課
題
と
し
て
、
議
会
に
よ
る
監
査
委
員
の
選
任

は
、
そ
の
候
補
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
等
具
体
的
な
作
業
に

困
難
が
伴
う
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
英

国
で
創
設
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
（A

udit 
Com

m
ission

）
の
取
組
み
が
非
常
に
参
考
に
な
る
。
英
国

で
は
、
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
が
、
地
方
自
治
体
の
決

算
書
の
監
査
、
検
査
（
業
績
監
査
）、
包
括
的
地
方
評
価

（Com
prehensive A

rea A
ssessm

ent

：
Ｃ
Ａ
Ａ
）を
行
っ

て
い
る
。
英
国
の
決
算
書
の
監
査
は
我
が
国
の
財
務
監
査
や

決
算
審
査
、
検
査
は
行
政
監
査
に
重
ね
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ａ
は
自
治
体
間
の
ベ
ン
チ
マ
ー

キ
ン
グ
手
法
で
、
よ
り
良
い
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
実

現
し
た
自
治
体
を
「
緑
の
旗
」（
反
対
に
、
実
績
の
伴
わ
な
い

自
治
体
に
は
「
赤
い
旗
」
を
付
与
）
で
賞
賛
し
、
自
治
体
経

営
や
地
域
経
営
を
護
送
船
団
的
に
向
上
し
よ
う
と
す
る
取
組

み
で
あ
る
。
Ｃ
Ａ
Ａ
は
我
が
国
に
は
制
度
と
し
て
存
在
し
な

い
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
英
国
で
は
Ｃ
Ａ
Ａ
を
通
じ
て
、
各

自
治
体
が
最
高
の
行
政
経
営
と
地
域
経
営
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
目
指
し
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ａ
Ａ
の
よ

う
な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
的
手
法
は
、
究
極
的
な
業
績
監
査
の
一

手
法
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

英
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
こ
う
し
た
監
査
、
検
査
、
そ

れ
に
Ｃ
Ａ
Ａ
を
、
自
治
体
と
は
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
独

立
の
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
と
い
う
政
府
組
織
で
行
っ

て
い
る
。
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
は
、
一
九
八
二
年
に

当
時
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
政
府
機
関

で
、
一
九
九
七
年
に
保
守
党
か
ら
労
働
党
へ
と
政
権
が
交
代

し
た
以
降
も
、
引
き
続
き
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
英

国
で
は
、
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
、
各
自

治
体
ご
と
に
内
部
監
査
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
（
通
常
、

A
udit T

eam
 

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
）
が
存
在
す
る
。
こ
れ

ら
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
企
画
（PLA

N

）
や
総
務
（SEE

）
系

の
部
署
に
設
置
さ
れ
、
首
長
（
英
国
自
治
体
の
場
合
は
、
大

半
が
議
院
内
閣
制
な
の
で
、
議
会
与
党
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
）

が
権
限
委
譲
し
た
行
政
内
部
の
諸
機
関
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

執
行
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
内
部
監
査
機
関
と
し
て
、
内
部

統
制
の
重
要
な
一
部
を
構
成
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
構
成
員
と
し
て
参
加
す
る
地
方
行
財

政
検
討
会
議
の
議
論
で
、
地
方
制
度
調
査
会
の
議
論
に
長
く

参
画
さ
れ
た
東
京
大
学
の
西
尾　

勝
名
誉
教
授
か
ら
、
平

成
十
年
度
に
施
行
の
包
括
外
部
監
査
導
入
の
議
論
で
、
外

部
監
査
の
在
り
方
を
議
論
し
た
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
、Local 

A
udit Com

m
ission 

の
制
度
も
吟
味
し
た
と
い
う
お
話
を

伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
一
日
開
催
の

第
二
分
科
会
）。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
筆
者
は
、
現
行
の
監

査
委
員
制
度
と
包
括
外
部
監
査
人
制
度
を
合
わ
せ
て
見
直

し
、
監
査
委
員
監
査
と
包
括
外
部
監
査
人
監
査
と
い
う
二
本

立
て
の
状
況
を
、
日
本
版
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
の
設
立

へ
と
一
本
化
す
る
議
論
を
提
案
し
た
い
。

　

監
査
委
員
制
度
が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、
包
括
外
部
監
査

制
度
で
は
、
例
え
ば
、
包
括
外
部
監
査
人
の
行
政
に
お
け
る

実
務
経
験
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
民
間
の
目
線
で
行

政
を
刷
新
す
る
と
い
う
発
想
は
重
要
で
あ
る
が
、
自
治
体
に

関
す
る
知
見
が
不
足
し
て
い
て
は
、
自
治
体
関
係
者
に
説
得

的
な
監
査
結
果
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
監
査
人
に
は
独
立
性
や
専
門
的
能
力
に
加
え
て
、
被

監
査
対
象
に
関
す
る
実
務
経
験
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。実
務
経
験
と
い
う
観
点
か
ら
は
、公
認
会
計
士
、弁
護
士
、

税
理
士
は
必
ず
し
も
一
般
的
に
行
政
の
プ
ロ
（
経
験
者
や
Ｏ

Ｂ
）
で
は
な
い
。「
こ
う
さ
い
ひ
」
と
発
音
は
同
じ
で
も
、
民

間
企
業
の
「
交
際
費
」
が
役
所
で
は
「
公
債
費
」
と
な
る
。
そ

ん
な
基
本
的
な
部
分
か
ら
、
知
識
を
集
積
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
包
括
外
部
監
査
人
や
補
助
者
の
存
在
も
、
否
定

で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

外
部
監
査
人
の
独
立
性
や
実
務
経
験
、
さ
ら
に
は
、
専
門

的
知
識
と
い
っ
た
監
査
人
の
人
的
要
件
を
充
足
し
た
外
部
監

査
制
度
を
構
築
す
る
に
は
、
日
本
版
地
方
自
治
体
監
査
委
員

会
を
設
置
す
る
し
か
方
法
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
自
治
体
関
係
者
が
監
査
に
関
し
て
見
落
と
し
て
い
る
の

は
、
都
道
府
県
は
も
と
よ
り
、
一
般
的
な
規
模
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
監
査
も
、
決
し
て
個
人
の
監
査
人
に
よ
っ
て
遂
行

し
得
る
ほ
ど
、
業
務
量
は
少
な
く
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
治
体
監
査
は
組
織
的
監
査
と
し
て
実
施
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
組
織
的
監
査
を
展
開
す
る
上
で
は
、
監

査
調
書
の
体
系
整
備
や
収
集
さ
れ
た
証
拠
の
評
価
（
こ
れ
に

関
し
て
は
刑
事
訴
訟
法
の
証
拠
収
集
と
評
価
の
論
理
が
自
治

体
監
査
で
も
探
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
）
な
ど
、
連
携
し
た

作
業
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
英
国
の
地
方
自
治
体
監

査
委
員
会
の
よ
う
な
監
査
の
専
門
的
な
機
関
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
我
が
国
の
自
治
体
監
査
を
組
織
的
に
展
開
す
る
上
で

も
、
必
要
不
可
欠
な
要
請
と
な
る
。
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特 集 自治体の経営改革

地
方
共
同
法
人
と
し
て
の
地
方
自
治
体
監
査
機
構
の
創
設

　

日
本
版
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
の
創
設
に
際
し
て
は
、

監
査
委
員
監
査
に
現
在
充
当
さ
れ
て
い
る
人
件
費
や
経
費
等

の
相
当
部
分
を
、
こ
の
委
員
会
創
設
の
た
め
に
、
全
国
の
地

方
自
治
体
が
拠
出
す
る
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
概
算

で
は
あ
る
が
、
日
本
全
国
の
自
治
体
に
監
査
事
務
局
職
員
と

し
て
勤
務
す
る
職
員
は
約
四
千
四
百
名
と
推
計
さ
れ
る
。
こ

の
人
件
費
と
日
本
全
国
で
監
査
委
員
報
酬
と
し
て
支
払
わ
れ

て
い
る
人
件
費
、
さ
ら
に
は
、
外
部
監
査
の
コ
ス
ト
、
そ
し

て
、
関
連
す
る
諸
経
費
を
積
算
す
る
と
、
日
本
全
体
の
地
方

自
治
体
監
査
に
関
す
る
コ
ス
ト
は
四
百
億
円
を
上
回
る
と
推

計
さ
れ
る
。

　

英
国
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
の
収
益
は
、
二
〇
〇
八
年

度
年
次
報
告
書
に
よ
る
と
監
査
の
部
分
で
約
一
・
一
億
ポ
ン

ド
（
約
百
五
十
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
英
国
の
地
方
自
治

体
は
市
町
村
合
併
の
効
果
で
約
五
百
団
体
（
人
口
は
日
本
の

約
半
分
の
六
千
五
百
万
人
）
で
あ
り
、
日
本
の
約
千
八
百
団

体
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
英
国

の
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
非
常
に
緻
密
で

精
緻
な
監
査
の
実
施
で
す
ら
、
費
用
面
で
見
る
限
り
、
我
が

国
で
現
状
発
生
し
て
い
る
監
査
コ
ス
ト
の
範
囲
内
で
対
応
可

能
な
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
版
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
は
、
英
国
と
は

異
な
り
政
府
機
関
と
し
て
で
は
な
く
、
地
方
共
同
法
人
と
し

て
の
「
地
方
自
治
体
監
査
機
構
」
と
し
て
設
置
し
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
（
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
（
平
成
十
三
年

十
二
月
十
九
日
閣
議
決
定
））。
地
方
共
同
法
人
に
は
、
①
出

資
は
地
方
自
治
体
の
共
同
出
資
の
み
で
あ
る
こ
と
、
②
国
の

関
与
の
縮
小
で
経
営
の
自
立
化
や
自
主
性
を
獲
得
し
て
い
る

こ
と
、
③
機
関
の
議
決
・
経
営
機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
主

権
を
推
進
す
る
視
点
か
ら
は
望
ま
し
い
特
徴
で
あ
り
、
こ
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、
地
方
が
主
体
的
に
各
自
治
体

の
監
査
を
行
う
た
め
の
共
同
監
査
組
織
を
設
置
す
べ
き
で
あ

る
。

監
査
専
門
の
技
能
資
格
試
験
の
創
設

　

地
方
自
治
体
監
査
機
構
に
は
、
現
職
の
監
査
事
務
局
職
員

の
転
籍
や
出
向
、
監
査
委
員
経
験
者
の
雇
用
、
公
認
会
計
士
・

弁
護
士
・
税
理
士
な
ど
の
専
門
職
業
人
の
雇
用
を
通
じ
て
、

全
国
の
地
方
自
治
体
監
査
に
対
応
で
き
る
人
的
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
。
ま
た
、
そ
の
資
格
者
や
潜
在
的
な
対
象
者
を
拡

大
す
る
意
図
で
、
地
方
自
治
体
監
査
に
特
化
し
た
技
能
資
格

の
創
設
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。現
状
の
監
査
事
務
局
職
員
、

あ
る
い
は
、
監
査
委
員
の
中
に
は
、
一
定
の
専
門
的
能
力
を

具
備
し
て
い
な
い
人
材
が
存
在
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
こ
の

リ
ス
ク
を
回
避
し
、
地
方
自
治
体
関
係
者
に
広
く
行
財
政
全

般
と
監
査
に
つ
い
て
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
育
成

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
民
間
企
業
主
催
で
自
治
体
法

務
検
定
（
政
策
法
務
）
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
お
り
、
地
方
自

治
体
監
査
機
構
が
主
催
し
て
、
こ
う
し
た
技
能
資
格
（
必
ず

し
も
国
家
資
格
で
あ
る
必
要
は
な
い
）
を
設
定
す
べ
き
で
あ

る
。

　

地
方
自
治
体
の
会
計
や
監
査
の
先
進
国
で
あ
る
英
国
で

は
、
勅
許
公
共
財
務
会
計
士
（
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ａ
）
と
い
う
会
計
士

資
格
が
あ
る
。
こ
の
資
格
は
通
常
の
公
認
会
計
士
資
格
と
は

別
個
の
資
格
で
、
資
格
保
持
者
は
も
っ
ぱ
ら
自
治
体
等
の
公

的
部
門
に
勤
務
す
る
公
務
員
で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ａ
の
資
格
保

持
者
は
、
英
国
自
治
体
の
会
計
制
度
、
監
査
制
度
、
内
部
統

制
、
財
務
管
理
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
専
門
的
知
識
を
有
す

る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
英
国
内
の
自
治
体
に
は
約
五
千
人

の
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ａ
が
現
在
勤
務
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
技
能
資
格
の
創
設
に
よ
り
、
監
査
事
務
局
職
員

の
技
能
向
上
に
加
え
、
天
下
り
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
監
査
委

員
に
、
本
当
に
優
秀
な
行
政
Ｏ
Ｂ
を
選
出
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
例
え
ば
、
各
自
治
体
の
議
会
は
、
議
長
名
で
地
方

自
治
体
監
査
機
構
に
当
該
自
治
体
の
外
部
監
査
人
の
推
薦
を

地
方
自
治
体
監
査
機
構
に
依
頼
し
、
そ
の
候
補
者
の
審
議
を

行
っ
て
選
出
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
候
補
者
は
当
該
自
治

体
に
ま
っ
た
く
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
他
の
自
治
体
の
Ｏ
Ｂ
職

員
で
、
日
本
版
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ａ
に
相
当
す
る
技
能
資
格
を
有
し
て

い
る
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
候
補
者
は
、
他
自
治
体

の
Ｏ
Ｂ
と
い
う
こ
と
で
独
立
性
に
問
題
は
な
く
、
行
政
マ
ン

と
し
て
の
実
務
経
験
も
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ａ
試
験
に
も
合
格
し
て
い
る
の
で
、
専
門
的
能
力
に

も
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
。天
下
り
と
い
う
揶
揄
に
対
し
て
、

苦
渋
を
感
じ
て
い
る
自
治
体
関
係
者
は
多
い
。
も
し
、
以
上

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
監
査
委
員
が
選
出
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
本
当
に
優
秀
な
行
政
Ｏ
Ｂ
が
監
査
委
員
と
し
て
堂
々
と

選
出
さ
れ
る
道
を
切
り
拓
く
こ
と
に
も
な
る
。

監
査
制
度
改
革
の
方
向
性

　

内
部
監
査
と
外
部
監
査
の
充
実
強
化
は
、
自
治
体
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
水
準
を
向
上
し
、
地
域
主
権
時

代
に
求
め
ら
れ
る
自
治
体
の
自
己
責
任
能
力
を
大
き
く
高
め

る
と
期
待
さ
れ
る
。
現
行
制
度
の
問
題
点
を
吟
味
し
、
自
治

体
の
監
査
制
度
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
で
、
地
方
自
治

体
は
力
強
い
組
織
へ
と
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
英

国
の
監
査
制
度
を
参
考
に
し
て
、
我
が
国
の
自
治
体
監
査
制

度
の
抜
本
的
改
革
に
付
言
し
た
小
稿
で
あ
る
。

〔
付
記
〕 

英
国
地
方
自
治
体
監
査
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
石
原
俊
彦
他
編
著
『
自
治
体
職
員
が
み
た
イ
ギ

リ
ス
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
の
第

二
章
、
勅
許
公
共
財
務
会
計
士
制
度
に
つ
い
て
は

石
原
俊
彦
著
『
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｆ
Ａ
（
英
国
勅
許
公
共
財
務

会
計
協
会
）』
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九

年
の
第
一
章
と
第
五
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。


